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厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患政策研究事業） 
難治性炎症性腸管障害に関する調査研究 
総括／分担研究報告書（令和 4年度） 

 
IBD 患者へ向けた適正な食事療法の提案 

 
研究分担者 長堀 正和 東京医科歯科大学病院 臨床試験管理センター 准教授 

 
研究要旨：食事療法の提案に繋がる研究計画において、患者やその家族の視点を取り入れるため、参

加者メンバーの募集を行い、年度中３回のミーティング(Web)にて議論を行なった。患者及び家族が研

究計画に参画するための課題も明らかとなり、今後、具体的な研究計画の策定を行なっていきたい。 
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A. 研究目的 

 
IBD 患者の食事療法に関する科学的エビデン

スは極めて乏しく、適切なガイダンスについて

の患者のニーズは大きい。その中で、QOL の改

善等に繋がりうる研究を行うため、計画の段階

から、患者や家族の視点を取り入れた臨床研究

を計画する 
 

B. 研究方法 
2022 年 7 月 30 日 14 時より約 1 時間のミ

ーティング（2022 年度第１回）を行なった

（医師 4 名を含む 11 名が参加）。事前に共有

された約 20 分程度の講義ビデオ（「臨床研究

の始め方」）を当日試聴していただき、質問

を受けた。 
医師 3 名を含む 11 名が参加した 9 月 3 日

のミーティング（2022 年度第 2 回）では、

再度、本プロジェクトに関するイントロダク

ションを行い、後半では、用意したシナリオ

のうち、参加者が選択したシナリオを提示し

て、２グループに分かれて、前回学習した

PECO を作成していただいた（以下例）。 
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医師 3 名を含む 6 名が参加した 12 月 3 日

のミーティング（2022 年度第 3 回）では、

クローン病とその食事に関する 30 分弱のビ

デオ講義を試聴していただき、参加者からは

感謝の言葉をいただいた。 
 

（倫理面への配慮） 
患者及び家族には、個々の病状に関する情報

を共有することは目的ではないことを伝えて

参加していただいた。 
 

C. 研究結果 
今年度、患者に試聴していただいたビデオ

は“IBD-PI program”としてアーカイブ

し、今後の新たな参加者に対しても活用可能

と思われた。 

 
D. 考察 

研究計画への参画には、医師や栄養士から

得た知識や、ネット等、あるいは、自らの経

験等から得た知識に対して、批判的に考察す

る能力（“Critical thinking”）が必要と思わ

れるが、今年度に作成した教育プログラム

（IBD-PI program）に参加してもらいなが

ら、実際の研究計画に参加してもらうこと

で、これらを学んでいただくことが必要と思

われた。 
 
E. 結論 

本年度は、参加患者及び家族との本プロジ

ェクトの目的を共有することに費やしたが、

今後、参加者の意見を取り入れながら、具体

的な研究計画作成につなげたい。 
 

F. 健康危険情報 
なし 
 

G. 研究発表 
１.論文発表 
 なし 
２.学会発表 

 なし 
 

H. 知的財産権の出願・登録状況 
（予定を含む） 
 
１．特許取得 
なし 

 

２．実用新案登録 
なし 

 

３．その他 
なし 

 


